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12月10日(火)
・11月分源泉所得税、住民税の特別徴収税額の納付

1月6日(月）
・10月決算法人の確定申告と納税
・4月決算法人の中間申告と納税
・1月、4月、7月決算法人の消費税の3か月ごとの中間申告
・11月分社会保険料

年末年始休暇のお知らせ

日 月 火 水 木 金 土
29日 30日 31日 1月1日 2日 3日 4日

休み 休み 休み 休み 休み 休み 休み
日 月 火 水 木 金 土
5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日

休み 通常営業 通常営業 通常営業 通常営業 通常営業 休み

12月28日(土)～1月5日(日)は年末年始休暇をいただきます。
年明けは6日(月)より営業しております。
ご不便をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。

旬の野菜達たち
冬は根菜・葉野菜がおいしい時期ですね。
代表的な冬の野菜といえば大根、ゴボウ、白菜・ほうれ
ん草・ブロッコリー・ねぎ・水菜・キャベツ等、お鍋に
ぴったりな野菜がたくさんです。葉野菜はビタミン、鉄
分、ミネラルと栄養素がたっぷり含まれていて、年末に
向け不摂生な生活が続きがちなこの時期に心強い食材で
す。特にキャベツは胃の粘膜を守ってくれ、大根は消化
不良や二日酔いなどによく忘年会が重なり栄養素バラン
スが良いとは言い難い食事で内臓に負担のかかるこの時
期の救世主です。しかし、ビタミンなどは熱に弱く火を
通してしまうと効果が半減するので、サラダや大根おろ
しなど生食がおすすめです！
野菜を食べて栄養素をしっかりと摂取し、万全の体調で
年末を迎えましょう♪

早いもので、年末のご挨拶をさせて頂く時期となり
ました。
本年は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。

なお、本年は12月27日で仕事納めとなり、
新年は1月6日から通常営業を開始させて頂きます。

皆様のご健勝と貴社の益々のご発展を心よりお祈り
致しております。
どうぞ良いお年をお迎え下さいませ。

所員一同



浦野家通信は2016年8月にスタートし途中お休みもしつつ約3年
が経ち、皆様のおかげで40号を迎えられました。
至らぬ点も多々あると思いますがご愛読いただきありがとうご
ざいます。
浦野家通信の感想をいただくと読んでいただいている実感がわ
き、発行する糧となってます！
こんなシリーズやってほしいや、あの気になるところに行って
きてほしいなどがあれば、それを記事にできたらいいなと思っ
てます。皆様のご感想、ご意見お待ちしております！

次月号は年明け1月6日発行予定です！
おたのしみに～♪♪

うまい麺には福来たる
「うまい麺には福来たる」の西大橋店に行ってきました。
天五店・西中島店・西大橋店と全部で3店舗展開で知っている人もい
ると思います。今回は花咲蟹白湯をいただきました！蟹と鶏白湯のコ
ラボなのですが、鶏白湯スープに蟹の風味が負けてしまうと思ってい
たのですが、そんなことはなく鶏のうまみと蟹のうまみ風味がマッチ
していてスープに粘度もあるのでストレート麺としっかり絡みすごく
おいしいです！トッピングのあおさで一気に磯の風味がまし、大葉が
スッキリと良いアクセントになり飽きることなくスルスルっと食べ進
めれます。レアチャーシューもいう事なしです。普段は鯛を使った
ラーメンをメインにしているので、魚介の風味の活かし方はさすがで
す。
皆様もぜひ一度足を運んでみてはいかがでしょうか！

SDGsとは「Sustainable Development Goals」の略称で「持続可能な
開発目標」を意味します。2015年9月に国連サミットの中で世界の
リーダーによって採択された「持続可能な開発のための2030アジェン
ダ」にて記載された2016年～2030年までの国際社会の目標です！
SDGsでは「17の目標」と「169のターゲット」で構成されています。
「17の目標」とは下の17個のアイコンが示す目標です。

SDGs

身近な問題から環境など世界規模の目標まで様々ですが、生きてい
くうえで避けては通れない問題ばかりです。
「169のターゲット」とは、上記の「17の目標」をそれぞれもっと具
体的にした目標です。
例えば目標②のターゲット「2030年までに、飢餓を撲滅し、すべて
の人々、特に貧困層及び幼児を含む脆弱な立場にある人々が一年中
安全かつ栄養のある食料を十分得られるようにする。」は飢餓を撲
滅といわれても大きすぎてパッとしませんが、目標③のターゲット
「2020年までに、世界の道路交通事故による死傷者を半減させ
る。」や、目標④のターゲット「公共のサービス、インフラ及び社
会保障政策の提供、ならびに各国の状況に応じた世帯・家族内にお
ける責任分担を通じて、無報酬の育児・介護や家事労働を認識・評
価する。」は私たちが普段生活している中で意識すれば貢献できる
ような気がしませんか？
一人一人の貢献度は大きくないと思いますが、みんなが意識すれば
知らぬ間に目標に近づいているともいます。

日本に住んでいれば「17の目標」のほとんどは水準以上です。
実感は湧かないかもしれませんが、少し意識して生活してみれば目
標に近づいているかもしれませんね。


